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■幻の「勿来地区総合文化展」 

勿来高校といえば、関の子広場や海岸清掃、介

護施設訪問、保育実習、ふれあいサポーターなど

により「「ボランティアが盛ん」というイメージを

持たれている方が多いのではないでしょうか。 

でも実は、他にもいろいろやっているんです。

「勿来高校はボランティアだけじゃない、それ

を地域に発信する機会はないものか」、と考えて

いた時に、勿来地区総合文化展実行委員会より

お誘いを受け、研究発表の機会を得ることがで

きました。 

勿来地区総合文化展は、10 月 26 日(土)～27

日(日)に、勿来体育館で開催される予定でしたが、

残念ながら豪雨の影響により中止となってしま

いました。 

今回は簡単に紙上説明させていただきます。 

理科研究部 

長年、蛭田川の水質

調査をしてきました。

今年は四時川も調査し

ました。また、アクアマリンふくしまの協力を得

て、新たにクラゲの飼育も始めました。それらの

研究成果をまとめました。 

家庭クラブ 

お料理教室、保健活動、

花壇づくり、くぼた校や

地域のＮＰＯとの連携

など多彩な事業展開をしています。 

プロジュクト 

昨年、まちづくりサ

ポートセンターと山形

のデザイナーさんに協

力いただき、「なこそ」

と「「くぼた」のこころを表現したロゴ「「  」を

作成しブランドとして立ち上げました。両校の

共同事業にはこのブランドロゴが付きます。 

 

■「校内体育大会」 

 

 

 

 校内体育大会は、例年 7 月に行っていました

が、猛暑が続いたため生徒の体調を考え今年は

11月に開催することとしました。男子はバドミ

ントン、女子はドッジボールとバドミントンを

行いました。学年の枠を超えて競いましたが、み

んなフェアプレーできました。 

 

■「いわきの“職”体感ツアー」 

２年生は11月8日(金)、１年生は11月15日

(金)に、いわき市高校生就職支援事業の一環で

「いわきの“職”体感ツアー」に参加しました。２

年生は日産自動車いわき工場とワンダーファー

ム、１年生はエリエールプロダクトと遠野興産

を見学させていただきました。どの会社も施設

設備が充実しており、働きやすい環境を感じま

共に学ぼう 未来に向かって 
勿来高だより 



した。 

 

 

１年生       ２年生 

エリエールプロダクト ワンダーファーム 

 

■「花いっぱいプロジェクト」 

11月13日(水)に、２年生とくぼた校の生徒合

同で「「花いっぱいプロジェクト」に参加しました。

なこそまちづくりサポートセンター、くぼた町

商店会、ロータリークラ

ブなど地元の各種団体

のご協力により、プラン

ターに花を植えそれを

地域に配布している事業です。作業は両校の生

徒が協力し、その後商店街に配布しました。感謝

の言葉を多くいただき、生徒のやりがいにつな

がりました。 

 

■「３年生合格体験談」 

 12 月 6 日(金)、進路指導部主催で就職や進学

で内定を受けた3年

生の体験を１・２年

生に伝える会が行わ

れました。進路選択

から勉強した内容、面接対策などそれぞれに取

り組んだこと苦しんだことなどが話されました。

１・２年生も自分に当てはめながら必死にメモ

を取っていました。 

 

■「パラリンピック講話及びボッチャ体験」 

12 月 12 日(木)福島県障害者スポーツ協会よ

り講師をお招きしパラリンピック及びボッチャ

についての講話をしていただきました。その後、

くぼた校と勿来高生とで混合チームを作り、ボ

ッチャの体験授業が

行われました。真剣に

やればやるほど奥の

深い競技であること

が分かりました。その後の体育の授業でも取り

入れました。 

 

■「シートベルト安全体験」 

12 月 18 日(水)に普通自動車免許取得に頑張

っている3年生を対象に、ＪＡＦのご協力の下、

シートベルトシート着用推進のための講習会を

実施しました。この日は、

東北に1台しかないとい

う「ベルト効果体験車」

に乗せていただきまし

た。わずか５km/hの低スピードでしたが、もの

すごい衝撃で急ブレーキの恐ろしさとシートベ

ルトの大切さがしっかり体験できました。 

 

■「防災避難訓練」 

12月13日(金)、くぼた校と合同で避難訓練を

実施しました。今回は、勿来消防署のご協力もい

ただき、先生方の模擬通

報訓練も加え、くぼた校

生徒と一緒に避難訓練や

消火器の使い方の講義も

行いました。また、係より校内自衛組織について

の説明もありました。火事は起こさないことが

一番ですが、おきた時の備えも大切ですね。 


